
特集 野鳥でヒーリング！ 羊毛フェルトで可愛い小鳥づくり 

 「秋の森で野鳥を感じてヒーリングバードを手づくりしよう」という新たなイベント

を県内３カ所で開催しました。ヒーリングバードと名付けたのは、羊毛フェルトでつく

る手のひらサイズ（ほぼピンポン玉の大きさ）の小鳥です。

鳥取県のストレスオフ活動拡大事業の助成を受けてのイ

ベントであり、一般参加者を公募して実施しました。内情

を含めて概要を報告します。 

（関係者の皆様、多少の脚色はご容赦願います。） 

 

11 月 6 日 ヒーリングバード大山 

 大山の紅葉のベストシーズンに合わせ

て計画しましたが、当日はあいにくの雨と

風、さらに大山寺はガスのため、野外散策

は中止しヒーリングバードづくりに専念

しました。 

 参加者は、５組の母子夫婦１組男女カッ

プル３組を含む２７人。はじめに身近な野

鳥の画像を見てもらい、簡単な説明を加え

ました。次に支部の活動を紹介し、本番の

ヒーリングバードづくりに移りました。 

 参加者の方からは、バードウォッチング

ができなかったのは残念であったが、ヒー

リングバードの手作りはとても楽しかっ

たと好評でした。 

 

11 月 13 日 ヒーリングバード鳥取 

 天候は素晴らしく、やまびこ館のロビー

に集合した参加者２７人は４つのグルー

プに分かれて樗谿公園を散策し、その後に

研修室でヒーリングバードを手づくりし

ました。散策からなかなか戻らないグルー

プを待つ間に身近な野鳥の画像、支部活動

の紹介を短く行いました。前回よりヒーリ

ングバード作成の時間は短くなりました

が、説明資料もわかりやすいように作り直

したこともあり、時間内に概ね出来上がり

ました。野外での実体験＋室内手作業の組

み合わせが効果絶大という感じです。 

12 月 11 日 ヒーリングバード倉吉 

 寒い時期にもなり、朝から雨だったので

無理をせず、野外散策を室内のネイチャー

ゲームに変更しました。 

中部地区は地震の被害の大きかった地

区のためか参加者は１４人（うち家族２組）

でした。前回までのヒーリングバードに参

加できなかった人なのか、東部の八頭町、

西部の境港市から参加された方もありま

した。室内でネイチャーゲーム（国際水教

育プログラムのプロジェクトＷＥＴ）など

の後に、ヒーリングバードづくりを行いま

した。 

 

プロローグ 女性会員の盛り上がり 

４月、鳥取県は女性のストレスオフで日

本一にランクされたと民間の調査会社が

公表した。これは全国の 20～69 歳の女性

約 7 万人を対象に「ココロの体力測定」（ス

トレス指数チェック）を実施し、「ストレ

スオフ（ストレス指数の低い）」都道府県

をランキングしたもの。 

５月、県が「ストレスオフ日本一！おっ

とりジェンヌプロジェクト」を開始、スト

レスオフ活動拡大事業を予算化。 

６月、支部の定期総会＋コウノトリ講演

会の時、会場の片隅で女性会員が旧交を温

めながら何やら井戸端会議・・・盛り上が

ったらしい。 



エピソード１ 事務局にお知らせメール 

・８月３日、鳥取県ストレスオフ活動拡大

事業の公募を知らせるメールが届く。 

「コウノトリ講演会の時に一部の会員

に紹介した補助金のご案内です。女性陣

の間で、野鳥の声はヒーリング効果有り

と盛り上がりました。応募期間は８月３

１日までです。」 

エピソード２ 応募要件がきびしい 

・女性を対象とした探鳥会なら助成対象と

なりそうに思ったが、今までにない新た

な取り組みであることが条件。通常の探

鳥会では審査を通らない。 

・申請手続きなどを考えると、実施時期は

１０月～３月。山陰の冬は天候が悪く積

雪もある、野外イベントに不向き。 

・飲食費は原則補助対象外。探鳥＋食事会

でもいいが、支部の負担が大きい。 

・事前に人数が把握できないと食事の準備、

予約などが難しい。 

・すでに探鳥会の日程は決まっているし、

オシドリ調査、ガンカモ調査などがある。 

エピソード３ アイデアを捻り出せ 

・野鳥観察１時間、室内で何か２時間程度、

朝９時開始で、食事なしで行こう。 

・参加者の満足感を考慮すると人数を制限

し２０人程度が望ましい。 

・県下全域ではエリアが広すぎるので、東

中西の３カ所で開催しよう。 

・では何をするか、ぬり絵、ステンシル、

紙粘土、いいアイデアが浮かばない。 

・家中の野鳥小物を食卓に並べて検討する。

水鳥公園で人気の羊毛フェルトが有望。 

・簡単に作れて、可愛いい小鳥にするには、

オリジナルデザインが必要だ。 

エピソード４ ８月末の応募期限が迫る 

・８月は、巣箱づくり教室２回、動物のす

みかづくり教室１回、カワウ調査１回、

ラムサールシンポジウムもある。 

・計画書には概算金額の記載が必要である。 

・８月２０日 手芸店で羊毛フェルトのス

ターターキットを購入し、まず試作。 

・８月２７日 羊毛などを追加購入し、さ

らに試作。何とかできるかも。 

・応募期限ぎりぎりまで頑張ってダメなら

応募を断念することもやむを得ない。 

エピソード５ 採択されてしまった 

・８月２９日、計画書を作成、概算事業費

２０万円で応募する。 

・９月２７日、審査通過（採択） 

・９月２９日、補助金交付申請書を提出 

・１０月３日、交付決定通知が来てしまっ

た。さあ、やるしかなくなった。 

エピソード６ 鳥取県中部地震が 

・定員２０人なので、簡単に集まるだろう

と安易に考えていたが・・・。 

・ＨＰに掲載したが反応はいまいち。ポス

ター、チラシを作っては見たが、どこに

貼り出すか、誰に配るのか。 

・報道に資料提供したが、秋のイベントシ

ーズンでなかなか掲載されない。 

・１０月２１日に鳥取中部地震が発生でイ

ベント中止が相次ぎ、影響が心配される。 

・ＮＨＫローカル局のイベント紹介コーナ

ーに登録したが、中部地震の発生で番組

枠がなくなった。 

・ローカルＦＭ局でイベント広告、職場の

昼休みに電話で生出演。 

・地元新聞のイベント紹介欄に開催直前に

なってようやく掲載された。 

エピソード７ 最後は会員の呼びかけ 

・なかなか参加者が集まらない中、最後は

役員、会員が直接の人集めをした。 

・ご近所さん、顔見知りの銀行員、仕事場

の女性職員などへの働きかけが、最も有

効な参加者集めの手段であった。 

・小さな子供連れの参加、夫婦での参加、

カップルでの参加もあった。 

・新聞記事からの参加者４人。ラジオを聞

いて参加した人はゼロだったが、ラジオ

局の社員夫妻が参加された。 



エピソード８ 大山は悪天候 

・紅葉シーズン真っ只中の大山寺周辺は観

光客が多く野鳥の声も聞こえないかも。 

・参加者が野外散策をしている間に、スタ

ッフの打ち合わせとヒーリングバード

づくりの練習を行う予定であった。 

・ところが、悪天候で野外散策中止でいき

なりの本番となった。 

・スタッフ候補者二人は、一般参加者に混

じってヒーリングバードをつくった。 

エピソード９ 東部は参加者数の調整 

・前週の西部のイベントが地元紙に掲載さ

れたので、申込増加を期待したが・・・。 

・最後に頼れるのはやはり役員。個人的な

知り合いにも一斉メールした。 

・さすが役員の発信力、職場の同僚、友人、

知人へ。申込者が５人、１０人、ちょっ

と待って！会場に入れません。 

 

エピソード１０ 最後は中部も雨 

・中部の会場は倉吉市。中部地区は人口が

少なく集客に苦労する地域である。 

・おまけに中部地震の震源地、ブルーシー

トをかぶせた屋根が目立つ。 

・ＮＨＫ鳥取放送局の「ふるさと伝言板」

に１２月２日に出演。（米子局で収録） 

・定員に満たないまま、雨で中止になった

探鳥会の参加者も飛び入り参加。 

エピローグ 新たな取り組みへ 

 羊毛フェルトの小鳥づくりは、探鳥会だ

けでは集まらなかったであろう参加者に、

まず野鳥に親しんでもらうツールとして

は十分に力を発揮した。 

 また、今回用意したヒーリングバードの

キットを販売してはどうかとの意見も少

なからずあった。県内に羊毛フェルトの小

物を販売しているＮＰＯ法人もあるので、

うまく連携することを検討したい。 

 

スタッフの感想 

鳥取市 小林朋子さん 

やまびこ館での第２回目にスタッフとし

て参加しました。何をするのか良く知らな

いまま当日朝に集合したところ、ヒーリン

グバードを作る方たちへのアドバイスでし

た。スタッフ全員が羊毛フェルト作りは未

経験でしたが、開始前にジョウビタキの雌

を作って練習しました。最初はうまく作ろ

うとあれこれ考えてしまいましたが、ちく

ちく針を刺していると、次第に無心で楽し

めました。出来上がりは、ちょっとまぬけ

な感じだけど可愛い子になりました。 

 野外の散策から戻った参加者たちは、ス

ライドでヒーリングバードの作り方の説明

を聞いた後、１０種類の中から自分の作り

たい鳥を選び、作成を開始。初めはかなり

真剣に作業されており、「ヒーリングバード

ですよ～楽しんでね～」などと声をかける

と次第にリラックスされ、無心で作業に没

頭されていました。作り方にも出来上がり

にも個性があり、見ているだけで十分楽し

めました。スタッフとしても楽しく参加さ

せてもらえ、良い経験でした。なお作成用

のキットは市販の物かと思っていたら、支

部の担当者がデザインから作り、材料を一

人分ずつパッキングしたとのことで、びっ

くり仰天でした。本当にお疲れ様でした！ 

鳥取市 岸田佳子さん 

スタッフとして参加してほしいと要請が

あり、イベントの詳細を把握できないまま

参加しました。皆さんが野外散策されてい

る間に、研修室でジョウビタキ♀を作りな

がら楽しく打合せをしました。参加された

方々にも、スタッフとして参加した私にも、

野鳥への愛着や親しみが一層増す、すばら

しいイベントだったと思います。 



企画舞台裏  米子市 津森登志子 

県支部が初めて会員以外を対象（それも

女性がメイン）に開くイベントに企画立

案・実行部隊として参画した。当初は野外

散策（+軽く BW）＋かわいいマスコット小

鳥の手作り（どこからか講師を雇ってきて）

で半日のイベントを・・などとぼんやり考

えていたのが、何の因果か「羊毛フェルト

でかわいい小鳥を作リ出してイベント時に

講師を務める」羽目になってしまった。羊

毛フェルトアートは巷では結構メジャーな

手芸だそうだが、自分自身の経験はゼロか

らの危ういスタートであった。準備段階で

相当試行錯誤をしたものの、最終的には他

にはない（多分）支部オリジナルの「ヒー

リングバード」の開発とイベントの実行に

たどり着いたので、その舞台裏を支部報に

残しておきたい。 

 「ヒーリングバード」作りにあたっては、

①実際の鳥の特徴を最大限捉えること、 

②初心者でも１時間半の作業でできること、

③誰でも出来上がりに（それなりに）満足

できること、の３つをクリアしなければな

らなかった。 

 

① 実際の鳥の特徴を最大限捉える 

 「羊毛フェルトアート」として作った鳥

でも、バーダーが見たら「キビタキ！」「オ 

オルリ！」と間違いなくわかるようにした

い。まず、図鑑や写真をもとにパワーポイ

ント程度でも描けるようにデフォルメある

いは単純化したデザイン図を作った。体は

球形とし、色目や柄で特徴が出やすい身近

な小鳥類を選び、青・灰・白・緑（ウグイ

ス色）・黒色の５パターン、各２種ずつをデ

ザインした（裏表紙参照）。デザイン画を元

にデモ用の小鳥を試作した。試作品を作っ

ては会員や水鳥公園のスタッフから意見を

もらったが、なかなかこれぞというものが

できなかった。試行錯誤の結果、支部会員

の小学生 I 君に見せた時に間髪入れず鳥種

名を告げられたのを機に、試作は完了？と

した。 

② 初心者でも１時間半の作業でできる 

 まず、１人分ずつ必要な材料をシール付

きポリバッグに詰めてキット化した。キッ

トは色別に５種類作り、１キット内には同

色で２種類の鳥どちらでも作れる材料を入

れた（写真１）。参加者は好きな色のキット

を１つ選び、さらにキット内の２種どちら

の鳥を作るかを決めてもらう。鳥の体は丸

めた羊毛（４g 程度）を針でつついてピン

ポン玉大程度の球体を作るが、この作業は

事前に済ませ、当日は「羊毛玉」としてキ

ットに入れた。刺しつけ作業は特徴づけの

色羊毛を頭や腹など部分的に乗せるだけに

しておき、羽、嘴、尾はアップリケ用のフ

ェルトを切って貼り付け、目はプラスチッ

クの市販品を利用した（写真２,３）。見本

としてのデザインパターン図や羽・嘴・尾

の型紙、作り方説明書（図１）も入れた。

作業は４人１組のグループで行うことにし

て、道具（はさみ、目打ち、ピンセット、

接着剤など）は共用とした。 

 

 



 

③ 誰でも出来上がりに満足できる 

 １キット・１色ベースで２種類作れるよ

うなキット内容にしておき、自分でどちら

か（かわいい、または好きな＋簡単な、ま

たは凝った）を選べるようにした（選択肢

があると出来上がりに納得しやすいはず）。

試作段階で、刺しつける作業がどうであれ、

どの種類の鳥であれ、目と嘴をつければそ

の途端にかわいらしく見えることに気づい

た。そこで、「両目—嘴黄金比」になるよう

に、虫ピンを羊毛玉に刺したものを準備す

ることにした（写真２）。このガイドに基づ

いて目を入れると、誰がどのように作ろう

ともかわいくなる？イベント当日は、ディ

スプレイコーナー（リースや木の実を準備

して秋らしい雰囲気を作った）に持ち寄っ

て飾り、全員（全鳥？）の記念撮影をする

ことにした。きっと自分の小鳥が一番かわ

いいと密かに考えるだろう、と期待しなが

ら･･･。で、結局イベントの実際はどうだっ

たかというと･･･。アンケート結果をご覧く

ださい!ほぼ３つのミッションは達成でき

たのでは？同じキットを使って作っても、

作った人それぞれの個性が出たヒーリング

バードになっていたのが興味深かった。 

 今回のイベントで、「探鳥会」という呼び

込みではおそらく人が集まらないものの

（それはそれで悲しいが）、ヒーリングバー

ド作りとセットにすることで、生きている

鳥にも関心を持ってくれることがわかった。

また、フェルトアート自体多種多様な鳥を

表現できる可能性を持ったおもしろいツー

ルであることも実感した。これを機に、支

部の仲間を増やす新たな仕掛け作りを考え

てみたい。皆さんも一緒にいかがですか？

 


